1　外来カルテ内、Recipe（処方）に関する動き
外来カルテ内、Diagnosis（診断名）を選択し値がテキストボックスにセットされる

↓

そのDiagnosis（診断名）に応じた内容をRecipeに挿入する

＊全体イメージとしては、挿入分＋自由記入テキストエリア

＊自由記入テキストエリアは常に存在する

＊値の入力・変更がされていたとしても、Diagnosis（診断名）が変更された場合にはそれ

　に応じた内容のセット表示を行う

2　関連する参照情報元となるテーブル

DiagnosisNameTable
　→Diagnosis（診断名）の選択式回答選択肢情報テーブル

RecipeDiagRelationTable
　→Diagnosis（診断名）に対応したRecipe（診断名）挿入情報テーブル

3　ここで必要となる情報項目

体重・・・問診より

　→デフォルトセットする値の選択を体重により選択する

希望薬剤・・・問診より

　→シロップ・錠剤・粉末かどうかで出す内容を変える

Diagnosis（診断名）・・・外来カルテより

　→表示する内容の根源をこれにより選択する
4　フォームから見た入力タイプ
薬剤単位の小項目として、2種類が存在する。
例1）パターンサンプル.jpgのビクシリン
例2）パターンサンプル.jpgのビオスリー散
＊これらの集合体を、セットとして表示する。上の例はあくまでも1薬剤単位の表示例。

5　 Diagnosis（診断名）から見たセットタイプ
Diagnosis（診断名）が選択肢から入力される
↓

シロップ・錠剤・粉末ごとにセットパターンの有無を調べる（3つ揃わない症状もあり）

希望薬剤がある場合には、それを優先とする。無い場合にはシロップ→粉末→錠剤の準とする。

↓

希望薬剤によるセットパターンの中でも、さらに処方パターンが存在する。

例）急性上気道炎
　　↓

　　粉とする

　　↓

　　5パターン存在する。
	ムコダインDS

	ムコサール

	メプチンds

	ムコダインDS

	ムコサール

	ぺリアクチン

	ムコダイン

	ムコサール

	メプチンds

	アスベリン

	ムコダイン

	ムコサール

	ぺリアクチン

	アスベリン

	ムコダイン

	ムコサール


　　↓

　　5パターンについて、ぞれぞれにラジオを用意する（唯一選択で切り替える）

　　デフォルトは最上部パターンとする（パターンが1つのときもある）
　　↓

　　5パターン内の薬剤要素はそれぞれにチェックボックスを用意する（医師が意図的

　　に選択を外す可能性もあるので）
　　↓
　　処方量については、体重から値を求めてSELECTした値を入れる

	カラム
	最小値（グラム）
	最大値（グラム）

	WeightZone01
	0
	4000

	WeightZone02
	4001
	8000

	WeightZone03
	8001
	12000

	WeightZone04
	12001
	16000

	WeightZone05
	16001
	20000

	WeightZone06
	20001
	24000

	WeightZone07
	24001
	28000

	WeightZone08
	28001
	32000

	WeightZone09
	32001
	36000

	WeightZone10
	36001
	40000

	WeightZone11
	40001
	∞

	↑ここはつまり処方の上限値を意味する


　　それ以外の、処方回数はSELECT結果の値を挿入する
6　 Diagnosis（診断名）から見たセットタイプ、の例外

パターンではないが追加項目（薬剤）が存在する。これは追加で薬を出す場合があったりなかったりするものが該当されるので、それぞれにチェックボックスを付けて設定する。

＊RecipeDispTypeがADDのものがこれに該当（それ以外はBASE、BASEは全てパターン）
以上

